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令和 5 年度技術士第二次試験問題〔建設部門〕

9 建設部門【必須科目 I】

I  次の 2 問題 ( I - 1 , I - 2 ) のうち 1 問題を選び解答せよ。（解答問題番号を明記し，

答案用紙3 枚を用いてまとめよ。）

I  - 1  今年は 1 9 2 3 （大正 12) 年の関東大震災から 1 0 0年が経ち，我が国では，その間に

も兵庫県南部地震，東北地方太平洋沖地震，熊本地震など巨大地震を多く経験している。

これらの災害時には地震による揺れや津波等により，人的被害のみでなく，建築物や社会

資本にも大きな被害が生じ復興に多くの時間と費用を要している。そのため，将来発生が

想定されている南海トラフ巨大地震，首都直下地震及び日本海溝・千島海溝周辺海溝型地

震の被害を最小化するために，国，地方公共団体等ではそれらへの対策計画を立てている。

一方で，我が国では少子高齢化が進展する中で限りある建設技術者や対策に要することが

できる資金の制約があるのが現状である。

このような状況において，これらの巨大地震に対して地震災害に屈しない強靭な社会の

構築を実現するための方策について，以下の問いに答えよ。

( 1) 将来発生しうる巨大地震を想定して建築物，社会資本の整備事業及び都市の防災対策

を進めるに当たり，技術者としての立場で多面的な観点から 3 つ課題を抽出し，それぞ

れの観点を明記したうえで，課題の内容を示せ。

( 2) 前問（ 1) で抽出した課題のうち，最も重要と考える課題を 1 つ挙げ，その課題に対

する複数の解決策を示せ。

(3) 前問 (2) で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対

策について，専門技術を踏まえた考えを示せ。

(4) 前問（ 1 ) ~ ( 3 ) を業務として遂行するに当たり，技術者としての倫理，社会の持

続性の観点から必要となる要点・留意点を述べよ。

R5 9 【I】1/2
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設問1は順当な内容ですが、巨大地震ならではの視点が弱い点はマイナスです。設問2もソフト
対策ばかりで耐震化の話が少ししか出てこない点はマイナスです。設問3は順当な内容ですが
設問4はコンピテンシーに照らしてほぼ得点は期待できません。トータルでは60点ギリギリで
ちょっと厳しめにみれば55点くらいの評価でも不思議ではありません。
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設問4がコンピテンシー定義に沿った内容になっていないのでほぼ得点できていないと
思われますが、設問1～3の内容は順当なため、トータルで65点以上は取れていると思
われます。
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Ⅰ－１　　

設問１・２は順当な内容です。設問３はすべての解決策を実行した後のリスクではなく解決策を実行
するにあたってのリスクになっているので、ちょっと得点は低いと思われます。設問４はコンピテン
シーの定義（倫理の観点は公共の安全確保、持続可能性の観点は環境の保全）からちょっと外れ気味
なので、若干得点は低くなると思われます。トータルでは65点くらいかなと思います。
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全体に順当な内容です。設問1・2の内容は順当ですし、設問3もリスクの重大性には若干疑問も
ありますが、ちゃんと解決策実行後のリスクになっています。そして設問4も妥当です。
70点以上取れていると思います。
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設問1・2はちょっと気になるところもありますが全体に順当です。設問3は残留リスクと二次リス
クがあって、どちらも解決策実行後のリスクで内容は妥当です。設問4は妥当ではありますが内容
が薄いですね。もう少し行数を確保して具体的に出題テーマに合わせた内容にするといいでしょ
う。そのために設問3のリスクを1つにしてもいいですね。70点前後かなと思います。
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設問1・2は順当な内容です。設問3も題意に沿った内容でしっかり得点できると思います。
設問4は、倫理の観点は公共の安全確保で安全優先ではないところ、持続可能性の観点は
ちょっとぼんやりしているところが気になりますが、トータルでは70点くらい取れている
のではないかと思います。
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設問1・2は順当な内容です。設問3は二次リスクというより解決策実行上のハードルに近いので
「解決策実行後」といえるかちょっと疑問もありますが、まあいいでしょう。設問4は倫理の観
点がちょっとユニークですが、評価をもらえる範囲内だと思います。70点程度、あるいはもう
少し取れていると思います。
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設問1・2は順当な内容です。設問3は解決策実現を阻むリスクなので、解決策実行後の新
たなリスクを求める題意には沿っていません。したがってここの得点はかなり低くなって
いると思われます。設問4はちょっと具体性に欠ける（業務遂行に伴うのですから、ある
程度具体的であった方がいい）ものの、倫理の観点は公共の安全優先、持続可能性の観点
が環境にはなっているので、トータルでは６５点くらい取れていると思います。
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設問1・2は順当な内容です。設問3は二次リスクとはいえませんが将来の懸念ではありますの
でまあいいでしょう。設問4は倫理の観点が公共の安全、持続可能性の観点が環境保全で順当
です。70点程度は取れていると思います。
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選択科目   建設環境 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門  

専門とする事項  建設事業における自然環境の保全及び創出 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ 

１ ．  課 題  

（ １ ） 多 重 防 御 に よ る 防 災 対 策  

災 害 に 強 い ま ち づ く り で は 、 従 来 の 一 つ の 防 御 方 法 だ

け で は 、 巨 大 地 震 に よ る 甚 大 な 被 害 を 食 い 止 め る こ と

は 難 し い 。 そ の た め 、 波 消 ブ ロ ッ ク や 防 波 堤 な ど の イ

ン フ ラ に 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ な ど を 組 み 合 わ せ た 、 多

重 防 御 に よ る 防 災 対 策 が 求 め ら れ る 。 建 築 物 に 関 し て

は 、 従 来 の 事 後 保 全 型 メ ン テ ナ ン ス か ら 予 防 保 全 型 メ

ン テ ナ ン ス に 転 換 す る こ と で 、 イ ン フ ラ の 長 寿 命 化 に

繋 げ る こ と が 求 め ら れ る 。  

（ ２ ） 地 域 住 民 へ の 適 切 な 通 知 に よ る 防 災 対 策  

地 域 住 民 へ の 速 や か な 避 難 命 令 の 伝 達 を 、 ハ ー ド ・ ソ

フ ト の 両 面 で 効 果 的 に 行 う こ と が 求 め ら れ る 。 具 体 的

に は 、 避 難 対 象 者 に 合 わ せ 、 プ ル 型 、 プ ッ シ ュ 型 、 ブ

ロ ー ド キ ャ ス ト 型 の 通 知 方 法 を 適 切 に 運 用 し て い く こ

と や 、 予 め 自 治 体 ・ 企 業 ・ 住 民 が 連 携 し 、 効 果 的 な タ

イ ム ラ イ ン を 策 定 し て お く こ と が 求 め ら れ る 。  

（ ３ ） ゾ ー ニ ン グ に よ る 防 災 対 策  

災 害 に 強 い ま ち づ く り を 進 め て い く 上 で 、 ゾ ー ニ ン グ

の 考 え 方 は 必 要 不 可 欠 で あ る 。 具 体 的 に は 、 主 要 な 施

設 で あ る 住 宅 や 商 業 地 、 災 害 時 の 避 難 所 と な る 公 共 施

設 な ど は 、 高 台 に 配 置 し 、 巨 大 地 震 発 生 時 の 津 波 被 害

が 想 定 さ れ る 沿 岸 部 な ど に は 、 使 用 頻 度 が 低 い 施 設 あ

る い は 災 害 リ ス ク が 低 い 施 設 や 、 津 波 避 難 タ ワ ー や 津

波 避 難 ビ ル を 建 設 す る こ と が 求 め ら れ る 。  
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設問1・2は順当な内容です。設問3は二次リスクではなく残留リスクなので、「新たに生ま
れる」とは言いにくいですが、将来の懸念ではありますのでまあいいでしょう。設問4は倫
理の観点が公共の安全、持続可能性の観点が環境保全で、ちょっと簡単ですが順当です。
65～70点程度かなと思います。



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

２ ．  最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は （ ３ ） ゾ ー ニ ン グ に よ る 防 災

対 策 、 で あ る 。 こ の 課 題 に 対 す る 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

（ １ ） 新 技 術 や ド ロ ー ン の 活 用  

建 設 業 界 の 人 手 不 足 が 深 刻 な 現 在 で は 、 大 規 模 な ま ち

づ く り を 進 め る 上 で は 、 ド ロ ー ン や Ａ Ｉ な ど の 、 最 新

の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 調 査 ・ 測 量 が 効 果 的 で あ り 、

こ の よ う な 最 新 技 術 の 活 用 は 欠 か せ な い 。 新 技 術 に つ

い て は Ｎ Ｅ Ｔ Ｉ Ｓ （ 新 技 術 活 用 情 報 シ ス テ ム ） を 活 用

す る こ と が 想 定 さ れ る 。  

（ ２ ） 地 域 住 民 へ の 理 解  

地 域 の 人 々 が 長 年 親 し ん で き た 文 化 や 生 活 が 変 わ っ て

し ま う た め 、 地 域 住 民 の 理 解 が な け れ ば 、 ま ち づ く り

に ゾ ー ニ ン グ を 取 り 入 れ る こ と は で き な い 。 さ ま ざ ま

な ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 利 害 関 係 を 調 整 す る た め 、 住 民

説 明 会 を 開 催 し 、 必 要 性 や 防 災 効 果 を 丁 寧 に 説 明 し 、

理 解 し て も ら う よ う 努 め る 。 説 明 資 料 は 、 図 表 や 写 真

を 多 用 し た 分 か り や す い も の と す る 。  

（ ３ ） 立 地 適 正 化 計 画 に 基 づ く ま ち づ く り  

立 地 適 正 化 計 画 に 基 づ き 、 都 市 全 体 の 構 造 を 見 直 し 、

「 コ ン パ ク ト シ テ ィ ・ プ ラ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 考 え

で ま ち づ く り を 進 め て い く こ と が 重 要 で あ る 。 具 体 的

に は 、 都 市 機 能 を 一 部 に 集 約 さ せ 、 生 活 利 便 性 を 向 上

さ せ る 。 移 動 に は 利 便 性 の 高 い 公 共 交 通 を 整 備 し 、 誰

も が 生 活 し や す く 安 全 な ま ち づ く り を 実 現 す る 。  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

３ ．  新 た に 生 じ う る リ ス ク  

（ １ ） サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 寸 断  

災 害 に 強 い ま ち づ く り が 実 現 で き た と し て も 、 サ プ ラ

イ チ ェ ー ン が 寸 断 さ れ て は 、 社 会 経 済 活 動 が 停 滞 し て

し ま う 。 そ の 解 決 策 と し て 、 冗 長 性 を 持 た せ た サ プ ラ

イ チ ェ ー ン を 構 築 す る こ と が 求 め ら れ る 。 具 体 的 に は 、

道 路 、 空 路 、 海 路 な ど 、 複 数 の 移 動 経 路 を 活 用 す る こ

と や ド ロ ー ン な ど の 最 新 技 術 を 活 用 す る こ と で あ る 。  

（ ２ ） 大 規 模 停 電 の リ ス ク  

甚 大 な 災 害 発 生 時 に は 、 大 規 模 停 電 の リ ス ク は 避 け ら

れ な い 。 解 決 策 と し て 、 太 陽 光 発 電 な ど の 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー を オ ン サ イ ト Ｐ Ｐ Ａ に よ っ て 供 給 し 、 さ ら に 、

マ イ ク ロ グ リ ッ ド を 構 築 し て 、 エ ネ ル ギ ー の 地 産 地 消

を 実 現 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 災 害 時 の

大 規 模 停 電 の リ ス ク 低 下 に 繋 げ る こ と が 可 能 と な る 。  

４ ． 技 術 者 倫 理 、 社 会 の 持 続 性  

（ １ ） 技 術 者 倫 理  

業 務 を 遂 行 す る に あ た っ て は 、 事 業 者 の 利 益 や 都 合 を

優 先 し 、 住 民 の 安 心 、 安 全 が 損 な わ れ る よ う な こ と が

あ っ て は な ら な い 。 私 は 、 公 衆 の 安 全 を 第 一 に 考 え 、

使 命 感 を 持 つ よ う 留 意 す る 。  

（ ２ ） 社 会 の 持 続 性  

業 務 を 遂 行 す る に あ た っ て は 、 自 然 環 境 や 生 態 系 、 生

物 多 様 性 に も 十 分 配 慮 す る こ と で 、 持 続 可 能 な 社 会 を

実 現 で き る よ う 留 意 す る 。           以 上  
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設問1・2は順当な内容です。設問3も二次リスクで、さらに設問4も倫理の観点が公共の安全、
持続可能性の観点が環境保全で順当です。70点以上取れていると思います。
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I  - 2  我が国の社会資本は多くが高度経済成長期以降に整備され，今後建設から5 0年以

上経過する施設の割合は加速度的に増加する。このような状況を踏まえ， 2 0 1 3 （平成25)

年に「 社会資本の維持管理• 更新に関する当面講ずべき措置」 が国土交通省から示され，

同年が「社会資本メンテナンス元年」と位置づけられた。これ以降これまでの1 0年間に

安心• 安全のための社会資本の適正な管理に関する様々な取組が行われ， 施設の現況把握

や予防保全の重要性が明らかになるなどの成果が得られている。しかし，現状は直ちに措

置が必要な施設や事後保全段階の施設が多数存在するものの，人員や予算の不足をはじめ

とした様々な背景から修繕に着手できていないものがあるなど，予防保全の観点も踏まえ

た社会資本の管理は未だ道半ばの状態にある。

(1) これからの社会資本を支える施設のメンテナンスを，上記のようなこれまで1 0年の

取組を踏まえて「第 2 フェーズ」として位置づけ取組・推進するに当たり，技術者とし

ての立場で多面的な観点から 3 つ課題を抽出し，それぞれの観点を明記したうえで，課

題の内容を示せ。

( 2 ) 前問（ 1) で抽出した課題のうち，最も重要と考える課題を 1 つ挙げ，その課題に対

する複数の解決策を示せ。

( 3 ) 前問 (2) で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対

策について，専門技術を踏まえた考えを示せ。

( 4) 前問（ 1 ) ~ ( 3 ) を業務として遂行するに当たり，技術者としての倫理，社会の持

続性の観点から必要となる要点・留意点を述べよ。

R 5 9 【I】2/2
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群マネを解決策とするのではなく課題とし、解決策はその実現のための具体策を複数記述しており、
一歩踏み込んだ・深めた内容になっていて、その点は「基本知識理解」とともに評価が高くなってい
ると思われます。一方で設問3は二次リスクにはなっているもののちょっと簡単すぎるので、もう少し
詳述してほしいところです。
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群マネという具体的施策を設問1では出さず、設問2でその構成方策をあげており順当な論理展開です。
設問3は二次リスクというより残留リスクに近いですが、各種変化により今は顕在化しなくても将来顕
在化する可能性があるリスクとして整理しているので問題はないでしょう。3つ目の課題と重複気味で
すが、こちらは修繕工事技術者限定なので、ダブリとは評価されていないと思います。
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選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

( 1 ) 社 会 資 本 を 支 え る 施 設 の メ ン テ ナ ン ス を 第 2 フ ェ

ー ズ と し て 位 置 づ け 取 組 ・ 推 進 す る に 当 た っ て の 課 題  

1 ) 実 効 性 の あ る 維 持 管 理 計 画 の 策 定 【 計 画 の 観 点 】  

 地 方 で は 、 人 口 減 少 に 伴 う 都 市 の ス ポ ン ジ 化 等 、 社

会 情 勢 の 変 化 に よ り イ ン フ ラ の ス ト ッ ク 効 果 が 低 下 し

て い る 。 こ の た め 、 従 来 の よ う に 道 路 、 河 川 等 の 分 野

毎 に 各 イ ン フ ラ を 分 け 隔 て な く 補 修 ・ 修 繕 を 繰 り 返 す

維 持 管 理 の 体 系 は 、 費 用 対 効 果 が 低 く 、 非 効 率 で あ る 。

 従 っ て 、 イ ン フ ラ の 機 能 を 広 域 ・ 多 面 的 視 点 で 再 検

討 し 、 実 効 性 の 高 い 維 持 管 理 計 画 の 策 定 が 課 題 で あ る 。

2 ) 維 持 管 理 体 制 の 構 築 【 体 制 の 観 点 】  

 イ ン フ ラ の 多 く は 、 所 有 者 で あ る 自 治 体 が 個 々 に 維

持 管 理 し て い る 。 そ の 中 で も 小 規 模 な 市 町 村 で は 技 術

職 員 の 不 足 や 維 持 管 理 に 充 て る 予 算 に 限 界 が あ る こ と

か ら 予 防 保 全 へ の 転 換 に 大 き な 遅 れ が 生 じ て い る 。  

 従 っ て 、 近 隣 の 市 町 村 や 国 、 都 道 府 県 が 一 同 に 会 し 、

組 織 を 形 成 し た う え で 、 民 間 活 力 等 の リ ソ ー ス を 有 効

活 用 し た 維 持 管 理 体 制 の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

3 ) デ ジ タ ル デ ー タ の 利 活 用 【 技 術 の 観 点 】  

 デ ジ タ ル 技 術 の 普 及 に 伴 い 、 建 設 プ ロ セ ス 毎 に 膨 大

か つ 多 様 な デ ー タ が 蓄 積 さ れ て い る 。 今 後 は 、 こ れ ら

の デ ー タ を 活 用 す る こ と で 、 劣 化 予 測 精 度 の 向 上 等 、

維 持 技 術 の 高 度 化 が 求 め ら れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら

の デ ー タ は 、 管 理 者 毎 に 所 有 し 、 公 表 さ れ な い こ と が

多 く 、 有 効 活 用 さ れ て い な い 状 況 で あ る 。  
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最重要管理項目につながる問題・問題分析が人口減少等に求められ、本来書くべき小規模自治体の予算・
マンパワーン不足が他の課題のところに書いてある点はちょっと不適切かなとは思いますが、その後の
設問2以降の記述内容は妥当性の高いものですので、トータルとしては65～70点くらい取れているのでは
ないかなと思います。



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

 従 っ て 、 各 管 理 者 が 所 有 す る デ ー タ を 集 約 ・ オ ー プ

ン デ ー タ 化 し 、 情 報 を 共 有 で き る デ ー タ ベ ー ス の 構 築

等 、 環 境 を 整 備 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 「 1 ) 実 効 性 の あ る 維 持 管 理 計 画 の 策 定 」 を 最 も 重 要

な 課 題 と 考 え 、 そ の 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

1 ) 広 域 ・ 多 分 野 の イ ン フ ラ に よ る 「 群 」 の 形 成  

 既 存 の 行 政 区 域 に 拘 ら ず 、 ① 人 口 、 交 通 、 イ ン フ ラ

数 等 の 地 域 特 性 や ② 生 活 圏 等 の 機 能 的 な つ な が り に よ

っ て 、 複 数 の 市 町 村 を 一 つ と し た 広 域 な 「 地 域 」 を 設

定 す る 。 そ し て 、 地 域 に あ る 複 数 の イ ン フ ラ を 分 野 横

断 的 に 「 群 」 と し て ま と め て 捉 え 、 継 続 的 な 維 持 管 理

計 画 の 実 施 ・ 見 直 し に 取 り 組 む 。  

こ れ に よ り 、 一 定 規 模 あ る イ ン フ ラ の 総 合 的 な 機 能

を 踏 ま え な が ら 、 一 体 的 か つ 効 率 的 に 維 持 管 理 を 進 め

る こ と が 可 能 と な る 。  

2 ) イ ン フ ラ の 更 新 ・ 集 約 ・ 再 編 ・ 新 設  

ま ず 、 早 急 に 補 修 ・ 修 繕 が 必 要 な イ ン フ ラ に 対 応 し

た う え で 、 予 防 保 全 に よ る 維 持 管 理 を 継 続 す る 。 そ し

て 、 イ ン フ ラ を ① 維 持 す べ き 機 能 、 ② 新 た に 加 え る べ

き 機 能 、 ③ 役 割 を 果 た し た 機 能 に 再 整 理 す る 。 そ の う

え で 、 社 会 情 勢 の 変 化 や 立 地 適 正 化 計 画 を 踏 ま え た 地

域 の 将 来 像 に 基 づ い て 、 需 要 の 高 い イ ン フ ラ は 防 災 力

強 化 等 、 機 能 追 加 す る 。 一 方 で 、 利 用 頻 度 の 少 な い イ

ン フ ラ は 集 約 や 用 途 転 換 に よ り 有 効 活 用 す る 等 、 数 あ
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

る イ ン フ ラ の 「 更 新 、 集 約 、 再 編 、 新 設 」 に 取 り 組 む 。

こ れ に よ り 、 機 能 、 空 間 、 時 間 の 視 点 か ら イ ン フ ラ

の ス ト ッ ク 効 果 を 最 大 限 に 引 き 出 す こ と に 期 待 で き る 。

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク ・ 対 策  

1 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

画 一 的 な 手 法 で 、 維 持 管 理 を 進 め た 場 合 は 、 地 域 の

伝 統 や 景 観 等 の 歴 史 や 風 情 を 損 な う 恐 れ が あ る 。  

2 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク へ の 解 決 策  

 ① 多 様 な 主 体 に よ る コ ン ソ ー シ ア ム を 発 足 し 、 集 約

し た 意 見 を 計 画 に 反 映 す る 。 ② 街 並 み 等 を 保 全 す る 重

点 区 域 を 設 け る 。 ③ 先 行 地 域 や モ デ ル 事 業 を 支 援 し 、

得 ら れ た 知 見 を マ ニ ュ ア ル と し て 交 付 す る 。  

( 4 ) 業 務 を 遂 行 す る に あ た り 必 要 な 要 件  

1 ) 技 術 者 倫 理 の 観 点  

 公 衆 の 安 全 、 健 康 、 福 利 等 の 公 益 確 保 を 最 優 先 と す

る 。 維 持 管 理 に あ た っ て は 、 品 質 や 工 期 、 コ ス ト の バ

ラ ン ス に 留 意 し て 、 ト レ ー ド オ フ を 解 決 す る 。 コ ス ト

ダ ウ ン に よ る 安 全 性 の 低 下 等 は 避 け 、 質 の 高 い イ ン フ

ラ 投 資 に 貢 献 す る 。  

2 ) 社 会 持 続 性 の 観 点  

イ ン フ ラ の 更 新 、 集 約 、 再 編 や 新 設 に あ た っ て は 、

グ リ ー ン イ ン フ ラ の 活 用 や 環 境 負 荷 の 小 さ い 計 画 を 立

案 し 、 ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ を 実 現 す る 等 、 自 然 環 境

の 保 全 に 努 め る 。  
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非常に順当な内容で、マイナスポイントになるようなところが見当たりません。80点くらい
取れているのではないかと思われます。
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全体に順当な内容で、70点低度あるいはそれ以上取れていると思います。設問2のみ、
インフラメンテナンス2.0は広域マネジメントへの転換策ではないので、群マネの中の
様々な方策、たとえばインフラの仕分けの話とか民間活力導入の話などを入れると、
さらに得点アップしたと思います。
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選択科目  都市及び地方計画 

技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門     建設部門 

専門とする事項  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

（ １ ） 第 ２ フ ェ ー ズ に む け て の 課 題  

① 地 域 イ ン フ ラ 群 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト の 推 進  

点 検 及 び 個 別 施 設 長 寿 命 化 計 画 の 策 定 が 概 ね 進 ん で

い る も の の 、 早 急 に 修 繕 等 が 必 要 な 施 設 の 措 置 率 が 橋

梁 で は ５ 割 と 、 危 険 な 施 設 が 放 置 さ れ て い る 。 そ の 要

因 と し て 、 地 方 自 治 体 の 半 数 で 技 術 系 職 員 数 が ５ 人 以

下 で あ る 等 、 施 設 数 に 対 し て 人 員 や 予 算 が 不 足 し て お

り 、 自 治 体 単 独 で の メ ン テ ナ ン ス に 限 界 が 生 じ て い る 。

こ の た め 、 体 制 の 観 点 か ら 、 複 数 ・ 広 域 ・ 多 分 野 の イ

ン フ ラ を 群 と 捉 え 、 戦 略 的 に 地 域 イ ン フ ラ を マ ネ ジ メ

ン ト す る こ と が 課 題 で あ る 。  

② イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス に お け る 新 技 術 の 活 用  

補 修 ・ 修 繕 工 事 は 、 施 設 毎 に 構 造 形 式 や 劣 化 ・ 損 傷

の 状 況 が 異 な る こ と か ら 、 新 設 工 事 と 比 べ て 多 く の 労

力 を 要 し 、 人 件 費 や 機 材 の コ ス ト も 割 高 に な る 場 合 が

多 い 。 例 え ば 、 ３ 次 元 設 計 デ ー タ に よ る 自 動 建 設 機 械

に よ る 施 工 等 、 省 人 化 に よ り 工 期 や 人 工 を 削 減 す る こ

と が で き る 。 こ の た め 、 コ ス ト 縮 減 の 観 点 か ら 、 イ ン

フ ラ メ ン テ ナ ン ス へ の 新 技 術 の 活 用 が 課 題 で あ る 。  

③ 維 持 管 理 業 務 に お け る ー タ ベ ー ス 化  

 古 い 施 設 で は 紙 で の 図 面 保 管 が 中 心 と な り 、 ま た 資

料 検 索 に も 時 間 が か か る 。 ま た 点 検 が 一 巡 す る な か で

デ ー タ が 蓄 積 さ れ て い る も の の 、 庁 内 外 で の デ ー タ 共

有 が 進 ん で い な い 。 こ の た め 、 デ ー タ 活 用 の 観 点 か ら 、

デ ー タ 検 索 で き る A P I の 構 築 等 、 維 持 管 理 業 務 に お け
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設問1・2は順当な内容です。設問3も二次リスクに関する妥当な内容の記述で、しっかり
得点できると思います。設問4はちょっとちょっと余計な（コンピテンシー定義から外れ
気味の）記述もありますが、大きなマイナスにはならないでしょう。トータルでは70点
以上取れていると思います。



令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

る デ ー タ ベ ー ス 化 を 図 る こ と が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

人 員 や 予 算 が 厳 し い な か 、 事 後 保 全 段 階 に あ る 施 設

の 解 消 や 予 防 保 全 へ 転 換 す る （ １ ） ① 地 域 イ ン フ ラ 群

再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト が 最 も 重 要 と 考 え 解 決 策 を 示 す 。  

① 近 隣 自 治 体 等 と の 連 携 に よ る 体 制 構 築  

単 独 の 自 治 体 で は イ ン フ ラ マ ネ ジ メ ン ト に 限 界 が あ

る こ と か ら 、 近 隣 自 治 体 と の 連 携 体 制 を 構 築 す る 。 例

え ば 、 除 雪 の 共 同 発 注 や 水 道 事 業 の 共 同 化 ・ 広 域 化 か

ら 複 数 ・ 多 分 野 の 包 括 的 民 間 委 託 等 の 取 組 へ 発 展 さ せ

る 。 こ の 際 、 技 術 的 な サ ポ ー ト と し て 、 国 や 県 等 の 技

術 職 員 の 参 画 に よ る 協 議 会 や 発 注 者 支 援 型 C M 方 式 等 、

技 術 的 な 支 援 ・ 中 立 的 な 調 整 を 図 る よ う 工 夫 す る 。  

ま た 、 首 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る 近 隣 自 治 体 と の

意 見 交 換 や 社 会 に 対 す る メ ッ セ ー ジ の 発 信 等 を 通 し て 、

職 員 や 住 民 と の 合 意 形 成 を 図 り 必 要 な 体 制 を 構 築 す る 。  

② 地 域 イ ン フ ラ 群 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト 計 画 の 策 定  

人 口 減 少 社 会 の な か で 人 口 密 度 に 適 し た イ ン フ ラ 量

と し 、 機 能 を 維 持 す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、

イ ン フ ラ 施 設 を 維 持 す べ き 機 能 、 新 た に 加 え る べ き 機

能 、 役 割 を 果 た し た 機 能 に 再 整 理 し 、 集 約 ・ 再 編 ・ 新

設 に 向 け た 戦 略 的 な 計 画 を 策 定 す る 。  

な お 、 策 定 に あ た っ て は 、 近 隣 自 治 体 の 立 地 適 正 化

計 画 等 、 ま ち の 将 来 像 と の 整 合 を 図 る と 共 に 、 行 政 区

域 に こ だ わ ら ず 、 地 理 的 条 件 や 生 活 圏 の つ な が り が あ
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令和   年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

る 地 域 で 機 能 を 共 有 す る こ と を 含 め て 検 討 す る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

リ ス ク ： イ ン フ ラ の 集 約 ・ 再 編 等 の 計 画 策 定 や 近 隣 自

治 体 と の 連 携 な ど 、 通 常 業 務 に 加 え 、 新 た な 取 組 に 対

す る 自 治 体 職 員 の 負 担 が 増 す こ と が 懸 念 さ れ る 。  

対 策 ： 日 常 的 な 点 検 ・ 補 修 等 の 業 務 に つ い て は 、 地 元

企 業 の 共 同 体 を 中 心 と し た 地 域 維 持 型 契 約 方 式 や 、 広

域 的 ・ 横 断 的 な 取 組 に つ い て は J V 等 へ の 包 括 的 民 間

委 託 を 導 入 す る 等 、 民 間 活 力 を 有 効 活 用 す る 。  

 ま た 、 維 持 管 理 業 務 の 仕 様 書 の 共 通 化 な ど 、 業 務 の

効 率 化 を 図 る ツ ー ル を 構 築 す る 。  

（ ４ ） 業 務 遂 行 に あ た り 必 要 と な る 要 件  

① 技 術 者 倫 理 の 観 点  

維 持 管 理 業 務 に お い て 公 益 を 確 保 す る た め 、 公 衆 の

安 全 、 健 康 及 び 福 利 を 最 優 先 に 業 務 を 遂 行 す る 。 ま た 、

イ ン フ ラ を 維 持 管 理 す る 各 自 治 体 の 最 善 の 判 断 や 、 住

民 の 理 解 ・ 合 意 形 成 に つ な が る よ う 、 客 観 的 で か つ 事

実 に 基 づ い た 説 明 を 行 う 等 、 誠 実 な 履 行 に 努 め る 。  

② 持 続 可 能 な 社 会 の 観 点  

イ ン フ ラ の 集 約 ・ 再 編 に お け る 建 設 廃 棄 物 の 3 R や

省 エ ネ 、 更 新 時 の 設 計 や 材 料 調 達 時 に は C O 2 排 出 量 の

低 い 資 材 を 採 用 す る 等 、 環 境 負 荷 低 減 に 努 め る 。  

ま た 、 立 地 適 正 化 計 画 に よ る 集 約 連 携 型 都 市 構 造 は

持 続 可 能 な 社 会 を 実 現 す る 観 点 か ら も 必 要 な 要 件 で あ

る 。                    以 上  
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設問1・2は非常に順当な内容です。設問2で解決策を3つも無理に書かず2つにして、その分内容を
充実させているのは適切な判断です。設問3は二次リスクではなく残留リスクで、解決策実行後と
いえるのはちょっと疑問ですが、大きなマイナスにはなっていないと思われます。設問4はちょっ
簡単すぎかなとも思いますが、ひとまずいいでしょう。トータル70点程度取れていると思います。
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全体に順当な内容です。設問1は多様な観点として最重要課題以外を人・モノ・カネの視点で整理
し、設問2では群マネを中心に順当な解決策を提案、設問3は二次リスクとして無理に複数のリス
クをあげず、設問4は倫理の視点は公共の安全をコストや工期より優先することを、持続可能性の
観点では環境保全をきっちり押さえています。70点以上程度取れていると思います。
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選択科目   道路 

技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門 

専門とする事項  道路計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 R５Ⅰ―２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

（ １ ）  単 独 市 町 村 分 野 毎 の 管 理 か ら の 転 換  

 こ れ ま で の １ ０ 年 で は 、 施 設 の 定 期 点 検 を 一 巡 さ せ 、

施 設 状 況 の 全 体 像 が 把 握 で き た が 、 特 に 小 規 模 市 町 村

で は 、 予 算 や 人 員 不 足 か ら 補 修 等 の 遅 れ が 生 じ て い る

こ と が 問 題 で あ る 。 こ れ は 、 単 独 の 市 町 村 が 分 野 毎 に

管 理 す る 手 法 を 採 用 し て い る こ と が 要 因 で あ る 。  

手 法 の 観 点 か ら 、 い か に 単 独 市 町 村 分 野 毎 の 管 理 か

ら の 転 換 を 図 る か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） デ ー タ 活 用 型 の メ ン テ ナ ン ス へ の 転 換  

こ れ ま で の １ ０ 年 で は 、 紙 媒 体 の 施 設 台 帳 や 維 持 管

理 情 報 で メ ン テ ナ ン ス を 行 っ て き た 。 こ の た め 、 デ ー

タ ベ ー ス 化 が 進 ん で お ら ず 、 効 率 的 な メ ン テ ナ ン ス が

十 分 に 行 え て い な い 。  

情 報 の 観 点 か ら 、 維 持 管 理 情 報 の 電 子 化 や イ ン フ ラ

デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と の 連 携 な ど の イ ン フ ラ メ ン

テ ナ ン ス 2 . 0 へ の 転 換 な ど 、 い か に デ ー タ 活 用 型 の メ

ン テ ナ ン ス に 転 換 す る か が 課 題 で あ る 。  

( 3 ) 国 民 か ら 発 信 さ れ る 情 報 の 有 効 活 用  

こ れ ま で の １ ０ 年 で は 、 施 設 管 理 者 が 国 民 に 対 し 、

Ｈ Ｐ 上 で メ ン テ ナ ン ス 情 報 を 発 信 す る 取 組 を 行 っ て き

た が 、 国 民 か ら の 情 報 を 活 用 す る 取 組 は 少 な か っ た 。  

 近 年 、 Ｓ Ｎ Ｓ が 普 及 し 、 国 民 は イ ン フ ラ の 画 像 を 撮

影 し 、 ア ッ プ す る こ と も 多 く な っ て き て い る 。  

 国 民 連 携 の 観 点 か ら 、 画 像 を Ａ Ｉ 分 析 に よ り 危 険 個

所 を 抽 出 し 、 １ 次 ス ク リ ー ニ ン グ さ れ た 箇 所 を 効 率 的
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マンツーマン講座で予想問題答案を練り上げたため、非常に順当な内容になっています。設問３で
二次リスクをあげること、設問４で倫理の観点は公共の安全の優先、持続可能性の観点で環境保全
をあげることなど、きちんと押さえてあります。70点以上取れており、安全圏でA評価だと思います。



技術士第二次試験 答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

に 点 検 診 断 す る 手 法 を 取 り 入 れ る 等 、 い か に 国 民 か ら

発 信 さ れ る 情 報 の 有 効 活 用 を 図 る か が 課 題 で あ る 。  

１ ．  最 重 要 課 題 と 解 決 策  

（ １ ）  最 重 要 課 題  

 「 単 独 市 町 村 分 野 毎 の 管 理 か ら の 転 換 」 が 最 重 要 課

題 で あ る 。  

（ ２ ）  解 決 策  

➀ 複 数 市 町 村 ・ 多 分 野 が 連 携 で き る 体 制 構 築  

広 域 自 治 体 で あ る 都 道 府 県 が リ ー ダ ー と な り 、 複 数

市 町 村 ・ 多 分 野 が 連 携 で き る 体 制 を 構 築 す る 。  

具 体 的 に は 、 地 形 や イ ン フ ラ の つ な が り か ら 連 携 可

能 な エ リ ア を 設 定 す る 。 こ の エ リ ア の 実 態 の 課 題 を 抽

出 で き る よ う 複 数 市 町 村 が 集 ま れ る 部 会 を 設 置 す る と

と も に 、 専 門 的 知 見 や 広 域 的 知 見 か ら 検 討 が で き る よ

う 国 や 学 識 者 を 含 め た 協 議 会 も 設 置 す る 。  

➁ 地 域 の 将 来 像 に 基 づ く 地 域 計 画 の 策 定  

 解 決 策 ➀ の エ リ ア に お い て 、 地 域 の 将 来 像 を 考 え 、

こ の 将 来 像 に 基 づ い た 地 域 計 画 を 策 定 す る 。  

こ の 地 域 計 画 策 定 に お い て は 、 本 当 に 必 要 な 機 能 、

付 加 す べ き 機 能 、 役 割 を 終 え た 機 能 に 整 理 し 、 選 択 と

集 中 に よ り 、 施 設 の 更 新 、 集 約 ・ 再 編 、 新 設 を 定 め 、

実 行 す る 。  

２ ．  新 た な リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

（ １ ）  新 た な リ ス ク  

 解 決 策 は 、 将 来 像 を 前 提 と す る 地 域 計 画 に 基 づ き 、
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技術士第二次試験 答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

広 域 的 視 点 か ら 施 設 の 最 適 配 置 が 可 能 と な る 。  

し か し 、 将 来 に お い て 、 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 等 に よ

り 、 将 来 像 に ズ レ が 生 じ る と 、 再 構 築 し た イ ン フ ラ で

は 、 社 会 ニ ー ズ に 対 応 で き ず 、 一 度 棄 却 し た イ ン フ ラ

を 再 整 備 す る 必 要 が 生 じ る な ど 無 駄 が 発 生 す る 。  

（ ２ ） リ ス ク へ の 対 策  

そ こ で 、 将 来 像 や 地 域 計 画 の 策 定 は 、 Ａ Ｉ 分 析 や ス

マ ー ト プ ラ ン ニ ン グ な ど の 手 法 も 含 め た 様 々 な 手 法 で  

で き る だ け 精 度 よ く 策 定 す る 。  

３ ．  業 務 遂 行 に あ た っ て の 要 点 ・ 留 意 点  

（ １ ）  技 術 者 倫 理 の 観 点  

 本 業 務 で は 、 複 数 市 町 村 と の 調 整 、 地 域 計 画 の 策 定

な ど 多 く の 調 査 、 検 討 が 必 要 で あ り 、 コ ス ト や 工 期 の

不 足 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。 こ の 場 合 も 、 公 衆 の 安 全 、

健 康 及 び 福 利 を 最 優 先 と し て 、 コ ス ト や 工 期 を 優 先 に

よ る 公 共 の 安 全 を 損 な う よ う な こ と は 絶 対 に し な い こ

と が 要 点 。 特 に 、 施 設 の 構 造 上 の 品 質 低 下 は 、 住 民 の

命 に 直 結 す る た め 、 基 準 を 絶 対 守 る よ う 留 意 す る 。  

（ ２ ）  社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 本 事 業 で は 、 広 域 的 な 視 点 か ら 施 設 の 再 配 置 を 行 う

た め 、 更 新 工 事 に あ た っ て 多 く の Ｃ Ｏ ２ を 排 出 す る 。   

こ の た め 、 ダ ウ ン サ イ ジ ン グ の 手 法 を 取 り 入 れ る な

ど 、 環 境 へ の 配 慮 を 行 う こ と が 要 点 で 、 数 値 の 見 え る

化 に も 取 り 組 み 、 業 務 遂 行 す る よ う 留 意 が 必 要 で あ る 。  
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問題Ⅱ-1（選択科目） 
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選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。なお，英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

・ B I M / C I M の 概 念  

3  次 元 モ デ ル の 活 用 を 通 じ て 、 建 設 生 産 プ ロ セ ス （ 調

査 、 計 画 、 設 計 、 施 工 、 維 持 管 理 ） の 各 段 階 で 情 報 共

有 や 詳 細 検 討 を 促 進 し 、 生 産 性 向 上 を 図 る 。  

事 例 1 土 工 事  

盛 土 や 切 土 形 状 の 3 D モ デ ル を 事 前 に 作 成 し て 、 そ れ

ら の デ ー タ を マ シ ン コ ン ト ロ ー ル ・ マ シ ン ガ イ ダ ン ス

機 能 付 き の バ ッ ク ホ ウ に 読 み 込 ま せ て 施 工 を す る 。 こ

れ に よ り 、 丁 張 り の 設 置 が 不 要 に な り 施 工 速 度 が 向 上

す る 。 ま た 、 出 来 形 形 状 は 手 元 の 画 面 で 確 認 で き る た

め 、 施 工 途 中 に オ ペ レ ー タ が 重 機 を 降 り て 丁 張 り を 確

認 す る 必 要 が 無 く な り 施 工 速 度 が 向 上 す る 。  

事 例 2 躯 体 工 事  

躯 体 工 事 で は C I M モ デ ル を 活 用 し 鉄 筋 の 過 密 配 筋 部 を

事 前 に 確 認 す る 。 鉄 筋 同 士 が 干 渉 し て 配 筋 で き な い 箇

所 や コ ン ク リ ー ト 充 填 不 良 が 懸 念 さ れ る 箇 所 に お い て

は 、 機 械 式 継 手 ・ 定 着 へ の 変 更 や 鉄 筋 径 ・ 鋼 種 の グ レ

ー ド ア ッ プ を 行 い 、 そ れ ら を 未 然 に 防 止 す る 。 ま た 、

本 設 構 造 物 と 仮 設 設 構 造 物 の 干 渉 を 事 前 に 把 握 す る 。

土 留 め 壁 や 支 保 工 が 本 設 構 造 物 と 干 渉 し て 施 工 で き な

い 箇 所 は 、 仮 設 構 造 物 を 事 前 に 変 更 す る と に よ り 本 設

工 事 で の 手 戻 り を 防 止 す る 。  
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選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－４    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 高 強 度 コ ン ク リ ー ト の 特 徴  

・ 単 位 セ メ ン ト 量 が 多 く 、 水 セ メ ン ト 比 が 小 さ い 。  

・ 流 動 性 を 高 め る た め 、 高 性 能 減 水 剤 を 使 用 す る が 、

粘 性 が 高 い 。  

・ 性 状 が 不 安 定 な た め 、 試 験 練 り よ り 、 事 前 に 配 合 調

整 を 的 確 に 行 う 。  

・ 水 和 熱 が 大 き く 発 生 し 、 自 己 収 縮 量 も 大 き い 。  

・ 養 生 や 膨 張 材 の 使 用 等 に つ い て 、 温 度 応 力 解 析 を 行

い 、 必 要 な 対 策 を 施 工 で 実 施 す る 。  

（ ２ ） 打 込 み 時 の 留 意 点  

・ 骨 材 の 表 面 水 率 の 変 動 は 高 強 度 コ ン ク リ ー ト の 性 状

に 大 き く 影 響 す る た め 表 面 水 率 の 管 理 頻 度 を 多 く す る 。  

・ 性 状 が 安 定 す る ま で 、 ス ラ ン プ フ ロ ー に つ い て は 、

連 続 し て 試 験 を 行 う 。  

・ 粘 性 が 高 く 、 材 料 分 離 抵 抗 性 や 自 己 充 填 性 が 高 い が 、

過 信 す る こ と な く 、 コ ン ク リ ー ト の 自 由 落 下 高 さ や 過

密 配 筋 部 で の バ イ ブ レ ー タ の 使 用 に つ い て 留 意 す る 。  

・ 粘 性 が 高 く 、 表 面 仕 上 げ が 困 難 な た め 、 表 面 仕 上 げ

剤 を 使 用 し て コ テ 仕 上 げ を 行 う 。  

（ ３ ） 養 生 時 の 留 意 点  

・ 水 和 反 応 が 早 く 進 む た め 、 表 面 仕 上 げ 後 は 、 直 ち に

湿 潤 養 生 を 行 う 。  

・ 事 前 の 温 度 応 力 解 析 の 結 果 よ り 、 ひ び 割 れ 幅 ・ ひ び

割 れ 指 数 を 制 御 す る た め に 必 要 な 養 生 日 数 、 表 面 保 温

養 生 、 パ イ プ ク ー リ ン グ 等 を 実 施 。  
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令和５年度 技術士第二次試験 復元論文（選択科目Ⅱ－１：１枚） 
氏 名  部 門 建設部門 

問題番号 Ⅱ－１－４ 選択科目 施工計画、施工設備及び積算 

    

 

 1

１ ． 特 徴  

 高 強 度 コ ン ク リ ー ト は 、 粘 性 が 高 く 、 材 料 分 離 抵 抗

性 は 高 ま る が 、 ワ ー カ ビ リ テ ィ ー は 低 下 す る 。 単 位 水

量 が 少 な い た め 、 密 実 な コ ン ク リ ー ト と な り 、 中 性 化

や 塩 害 へ の 抵 抗 性 は 高 い 。 た だ し 、 単 位 セ メ ン ト 量 は

多 い た め 、 ア ル カ リ 骨 材 反 応 に は 留 意 す る 。 骨 材 の 強

度 が 設 計 基 準 強 度 に 大 き く 影 響 す る た め 、 堅 硬 な 骨 材

の 使 用 と 安 定 し た 表 面 水 率 を 有 し た 骨 材 を 使 用 す る 。  

２ ． 品 質 確 保 の た め の 留 意 点  

1 ) 打 込 み 時  

① 粘 性 が 高 い た め 、 圧 送 負 荷 が 大 き く 、 バ イ ブ レ ー タ

ー の 振 動 も 伝 わ り づ ら い 。 圧 送 に 伴 う 材 料 分 離 や ス ラ

ン プ や 空 気 量 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 圧 送 管 径 を 大 き く

し 、 配 管 経 路 や 締 固 め の 試 験 施 工 を 重 ね る 。 入 念 な 打

設 計 画 を 策 定 す る 。  

② 流 動 性 が 大 き く 、 凝 結 硬 化 時 間 が 長 い 。 そ の た め 、

型 枠 に 作 用 す る 側 圧 は 液 圧 と し て 設 計 す る 。  

2 ) 養 生 時  

① 単 位 水 量 が 少 な い た め 、 ブ リ ー デ ィ ン グ が ほ と ん ど

み ら れ ず 、プ ラ ス テ ィ ッ ク 収 縮 ひ び 割 れ が 生 じ や す い 。

そ の た め 、 適 宜 散 水 や 水 を 噴 霧 し な が ら 表 面 仕 上 げ を

行 い 、 コ ン ク リ ー ト 表 面 の 乾 燥 を 防 止 す る 。  

以 上  
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問題Ⅱ-2（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 
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令和５年度 技術士第二次試験 復元論文（選択科目Ⅱ‐２：２枚） 
氏 名  部 門 建設部門 

問題番号 Ⅱ－２－１ 選択科目 施工計画、施工設備及び積算 

    

 

 1

１ ．  仮 設 計 画 で 検 討 す る べ き 事 項  

1 )  周 辺 施 設 へ の 影 響 お よ び 計 測 管 理  

 掘 削 や 鋼 管 矢 板 施 工 時 、 周 辺 地 盤 が 沈 下 し 、 周 辺 の

民 家 に 傾 斜 や 変 位 を 与 え る 恐 れ が あ る 。 既 設 護 岸 を 撤

去 し 、 新 た な 護 岸 設 備 を 設 け る こ と か ら 、 一 時 的 に 地

山 が 露 出 さ れ る 。 民 家 下 部 の 土 砂 が 河 川 内 に 流 入 し 、

民 家 が 倒 壊 す る 恐 れ が あ る 。 そ の た め 、 露 出 し た 地 山

が 自 立 す る の か 、 露 出 し た 地 山 の 補 強 や 仮 土 留 が 必 要

か を 検 討 す る 。 ボ ー リ ン グ 調 査 に よ り 土 質 や 地 下 水 を

調 査 し 、 施 工 計 画 の 妥 当 性 を 検 討 す る 。 ま た 、 施 工 時

に 伴 う 民 家 へ の 影 響 を 計 測 す る た め の 管 理 体 制 を 検 討

す る 。 計 測 地 点 、 計 測 頻 度 や 計 測 方 法 を 検 討 す る と と

も に 、 異 常 時 に 備 え た 緊 急 連 絡 体 制 を 構 築 す る 。 計 測

管 理 や 連 絡 体 制 に つ い て 関 係 各 所 共 有 し 、 危 険 な 現 象

の 兆 候 を 速 や か に 察 知 で き る 体 制 を 整 え る 。  

2 )  作 業 場 の 確 保 と 使 用 建 設 機 械 の 検 討  

 既 設 護 岸 の 撤 去 前 後 で 、 使 用 可 能 な 建 設 機 械 が 異 な

る 。 既 設 護 岸 背 面 の 地 耐 力 が 不 足 し 、 建 設 機 械 が 転 倒

し 、 民 家 を 損 壊 さ せ る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、 作 業

場 の 確 保 を 行 う と と も に 、 建 設 機 械 の 作 用 荷 重 と 地 耐

力 を 比 較 検 討 す る 。 対 策 が 必 要 な 場 合 、 建 設 機 械 下 部

に 敷 き 鉄 板 等 を 敷 設 し 作 用 荷 重 の 分 散 計 画 を 検 討 す る 。 

２ ．  工 程 遅 延 の リ ス ク と 各 段 階 に お け る 具 体 的 方 策  

1 )  工 程 遅 延 の リ ス ク  

 工 程 遅 延 の リ ス ク は 、 掘 削 や 鋼 管 矢 板 、 既 設 護 岸 撤
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令和５年度 技術士第二次試験 復元論文（選択科目Ⅱ‐２：２枚） 
氏 名  部 門 建設部門 

問題番号 Ⅱ－２－１ 選択科目 施工計画、施工設備及び積算 

    

 

 2

去 時 に 生 じ る 騒 音 や 振 動 に よ る 苦 情 で あ る 。  

2 )  各 段 階 に お け る 具 体 的 方 策  

① 計 画 段 階 で 考 慮 す べ き 事 項  

計 画 段 階 で は 、 低 騒 音 お よ び 低 振 動 型 の 建 設 機 械 の  

使 用 計 画 を 策 定 す る 。騒 音 計 や 振 動 計 の 計 測 機 を 設 け 、

計 測 値 を 第 三 者 に リ ア ル タ イ ム で 開 示 で き る シ ス テ ム

を 設 け る 。 ま た 、 建 設 機 械 の 稼 働 状 況 に 応 じ て 、 騒 音

や 振 動 の 影 響 に つ い て 3 D を 利 用 し て 見 え る 化 し 、 発

注 者 や 地 域 住 民 へ 説 明 を 行 う 。 測 定 基 準 値 に つ い て も

関 係 者 と 共 有 す る 。  

② 検 証 段 階 で の 具 体 的 方 策  

 作 業 場 延 長 が 7 0 m あ る こ と か ら 、 騒 音 や 振 動 の 影 響

が 計 測 場 所 に よ っ て 異 な る 。 作 業 場 ご と に 騒 音 や 振 動

を 自 動 計 測 で き る 測 定 機 を 設 け 、 リ ア ル タ イ ム で 開 示

す る 。  

③ 是 正 段 階 で の 具 体 的 方 策  

 不 測 の 事 態 に 備 え て 、 防 音 シ ー ト の 設 置 、 資 材 数 量

の 充 実 化 を 図 る 。  

３ ．  発 揮 す べ き リ ー ダ ー シ ッ プ  

1 ) 発 注 者 お よ び 地 域 住 民 ： 速 や か に 関 係 各 所 に 報 告 し 、

原 因 の 究 明 や 再 発 防 止 策 を 立 案 す る 。 並 行 し て 、 被 害

が 拡 大 し な い よ う 、 シ ー ト や オ イ ル マ ッ ト に て 吸 着 さ

せ る 。  

2 ) 消 防 署 ： 油 分 を 含 ん だ 水 は 消 防 水 と し て 利 用 で き な

い た め 、 水 質 検 査 と 報 告 を 実 施 す る 。      以 上  
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選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。なお，英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号    

問題番号 Ⅱ－２－１ 

（ １ ） 検 討 す べ き 事 項  

事 項 １ ： 鋼 管 矢 板 の 打 設 方 法  

バ イ ブ ロ ハ ン マ ー を 用 い た 打 設 か 静 的 圧 入 工 法 を 用 い

た 打 設 か を 検 討 す る 。 バ イ ブ ロ ハ ン マ ー を 用 い る 場 合

は 大 型 の ク ロ ー ラ ク レ ー ン が 必 要 に な り 、 ク レ ー ン が

作 業 を す る 仮 桟 橋 の 施 工 も 必 要 と な っ て く る 。 ま た 、

バ イ ブ ロ ハ ン マ ー は 騒 音 ・ 振 動 を 伴 う 工 法 の た め 民 家

と の 間 に 防 音 壁 を 設 置 し た り 、 振 動 を 抑 制 す る 対 策 の

検 討 も 併 せ て 必 要 と な る 。 静 的 圧 入 工 法 で は 、 圧 入 機

が 既 に 打 設 し た 鋼 管 上 を 作 業 足 場 と し て 進 ん で い く た

め 、 圧 入 箇 所 へ の 鋼 管 の 供 給 方 法 を け ん と う  す る 必

要 が あ る 。  

事 項 ２ ： 擁 壁 打 設 時 の 仮 締 切  

※ こ の 項 は 記 憶 が 曖 昧 で す 。 鋼 矢 板 に よ る 締 切 か 大 型

土 の う に よ る 締 切 の 比 較 を 書 い た と 思 い ま す 。  

（ ２ ） P D C A サ イ ク ル に お け る 具 体 的 方 策  

本 工 事 の 鋼 管 矢 板 は 全 長 1 8 m で あ り 、 ９ m 物 を 現 場 で

溶 接 し て の 打 設 が 考 え ら れ る 。 そ の た め 、 鋼 管 矢 板 溶

接 時 の 歩 掛 り 低 下 が 工 程 遅 延 リ ス ク と な る 。 計 画 段 階

で は 、 溶 接 歩 掛 り の 向 上 策 や 、 雨 天 に よ る 休 工 日 を 考

慮 し た 工 程 を 策 定 す る 。 検 証 段 階 で は 実 際 の 施 工 歩 掛

り を 算 出 し て 工 程 に 対 し て の 遅 延 度 合 い 、 歩 掛 り 低 下

の 原 因 を 追 究 す る 。 是 正 段 階 で は 、 原 因 へ の 対 策 を 立

案 ・ 実 施 す る 。 例 え ば 雨 天 時 で も 溶 接 で き る よ う 簡 易

テ ン ト の 設 置 や 、 溶 接 作 業 を 必 要 と し な い 機 械 式 継 手
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平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

へ の 変 更 等 で あ る 。  

（ ３ ） リ ー ダ ー シ ッ プ  

発 注 者 に 対 し て  

速 や か に 第 一 報 を 報 告 す る 。 所 内 に 対 し て は 流 出 範 囲 、

流 出 量 の 把 握 を 指 示 す る と と も に 緊 急 資 材 を 用 い て 回

収 に 当 た ら せ る 。 調 査 に よ り 得 た 情 報 は 逐 一 発 注 者 に

対 し て 報 告 を し て 状 況 の 共 有 を 図 る 。 ま た 、 得 ら れ た

情 報 を も と に 、 最 終 的 な 回 収 方 法 も し く は 中 和 方 法 を

策 定 し 協 議 を 行 う 。 さ ら に 、 い つ ま で に 作 業 が 完 了 で

き そ う で あ る か の 見 通 し を 示 す 。  

現 場 内 に 対 し て  

協 力 業 者 と と も に 原 因 究 明 及 び 再 発 防 止 策 の 立 案 を 行

う 。 今 回 の 事 象 に よ り 発 生 し た 工 程 遅 延 の 回 復 策 も 検

討 す る 。  

管 轄 の 消 防 署 に 対 し て  

発 注 者 へ 報 告 し た 内 容 と 同 様 の こ と を 随 時 報 告 す る と

と も に 、 一 時 的 に 消 防 利 水 と し て 使 用 で き な い 旨 を 報

告 す る 。 そ の 際 に 代 替 案 に つ い て 協 議 し 、 対 応 策 を 実

施 す る 。  

周 辺 住 民 に 対 し て  

周 辺 住 民 に は 油 が 流 出 し た 事 実 を 包 み 隠 さ ず 報 告 す る 。

不 安 を 払 拭 す る た め に 住 民 説 明 会 を 開 催 し て 、 今 後 の

工 事 に 対 す る 不 安 を 取 り 除 く 。  
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選択科目    

技術士第二次試験 R5 施工計画 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

（ 1 ） 特 性 を 踏 ま え た 仮 設 計 画 立 案 時 の 検 討 事 項  

1 . 河 川 内 の 施 工 時 期 と 施 工 内 容  

本 工 事 の 特 性 は 、 河 川 内 の 非 出 水 期 に お け る 施 工 が

必 要 で あ る 。 そ の た め 、 河 川 管 理 者 に 施 工 可 能 時 期 と

施 工 可 能 内 容 を 確 認 す る 。 具 体 的 に は 、 搬 入 や 搬 出 の

タ イ ミ ン グ 、 治 水 上 、 問 題 の な い 施 工 内 容 の 確 認 に よ

り 、 ロ ス の な い 仮 設 計 画 と す る 。  

2 . 周 辺 住 宅 へ の 影 響  

本 工 事 の 特 性 は 、 住 宅 地 と 隣 接 す る た め 、 騒 音 、 振

動 、 粉 じ ん に 配 慮 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 住 宅 地

へ の 影 響 、 周 辺 地 盤 の 土 質 を 確 認 す る 。 具 体 的 に は 、

搬 入 や 搬 出 が 可 能 な 時 間 帯 、 通 学 路 を 含 め た 走 行 ル ー

ト 、 周 辺 地 盤 の の 沈 下 等 の 可 能 性 を 確 認 し 、 第 3 者 被

害 防 止 を 図 る 。  

（ 2 ） 工 程 遅 延 の リ ス ク と 考 慮 す べ き 事 項 と 具 体 的 方

策  

・ リ ス ク  

リ ス ク は 、 「 異 常 気 象 に 伴 う 出 水 」 で あ る 。  

理 由 は 、 近 年 短 時 間 強 雨 の 増 加 な ど 、 気 象 学 上 、 予

測 困 難 な 出 水 に よ り 、 本 工 事 の 主 た る 内 容 で あ る 河 川

内 工 事 へ の 影 響 が 大 き い と 考 え る た め で あ る 。  

・ 計 画 段 階 で 考 慮 す べ き 事 項  

計 画 段 階 で は 、 各 工 種 の ク リ テ ィ カ ル と な る 部 分 と

過 年 度 の 降 雨 の 相 関 性 の 確 認 を 実 施 す る 。  

・ 検 証 段 階 で の 具 体 的 方 策  
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技術士第二次試験 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

検 証 段 階 で は 、 工 程 通 り の 進 捗 か を 日 々 チ ェ ッ ク し 、

不 可 視 部 （ 既 設 護 岸 の 根 入 れ 、 矢 板 施 工 部 の 土 質 ） の

試 掘 、 ボ ー リ ン グ を 実 施 し 、 早 期 に 軽 減 で き る リ ス ク

を 解 消 す る 。  

・ 是 正 段 階 で の 具 体 的 方 策  

是 正 段 階 で は 、 専 門 工 事 の ロ ー テ ー シ ョ ン 、 矢 板 の

先 行 施 工 を 検 討 し 、 増 班 に よ り 対 応 を 図 る 。  

（ 3 ） 発 揮 す べ き リ ー ダ ー シ ッ プ （ 関 係 者 と 調 整 内

容 ）  

1 . 環 境 部 局 （ 都 道 府 県 及 び 市 町 村 ）  

流 出 の 原 因 、 再 発 防 止 、 体 制 構 築 を 整 理 し 、 再 度 発

生 の 防 止 の た め の 点 検 、 防 止 膜 の 配 備 を 書 面 で 報 告 、

共 有 す る 。  

2 . 河 川 管 理 者 （ 発 注 者 ）  

流 出 に よ る 河 川 内 工 事 の 遅 延 、 全 体 工 程 の 遅 延 を 整

理 し 、 工 程 見 直 し を 技 術 的 妥 当 性 を 含 め て 、 書 面 に よ

り 報 告 、 共 有 す る 。  

3 . 消 防 関 係 部 局  

流 出 に よ る 水 質 の 分 析 、 水 利 へ の 影 響 を 整 理 し 、 必

要 に 応 じ て 、 代 替 の 水 源 の 調 整 を 報 告 す る 。  

4 . 周 辺 住 民  

流 出 に よ る 治 水 対 策 の 遅 延 、 日 常 生 活 へ の 影 響 の 有

無 を 整 理 し 、 心 理 的 な 不 安 や 日 常 生 活 へ の 影 響 を わ か

り や す く イ メ ー ジ 図 な ど に よ り 説 明 す る 。  

（ 最 後 ま で 記 載 ）               以 上  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－２    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

選択科目    

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 安 全 管 理 上 検 討 す べ き 事 項  

① 重 機 関 連 災 害 防 止  

・ 構 造 物 と の 接 触 が な い よ う 誘 導 監 視 員 の 配 置  

・ 重 機 の 転 倒 が な い よ う 必 要 地 耐 力 の 地 盤 改 良 等 に よ

る 確 保  

・ ブ ー ム ・ 荷 台 を 下 げ 忘 れ て の 架 空 イ ン フ ラ の 損 傷 が

な い よ う 現 場 出 入 口 部 へ の 高 さ 制 限 バ ー の 設 置 。  

 

② 交 通 災 害 防 止  

・ 工 事 車 両 出 入 口 は 走 行 速 度 の 遅 い 側 道 に 設 け る 。  

・ 出 入 口 に は 交 通 誘 導 員 を 配 置 し 一 般 車 優 先 誘 導 と 退

場 時 の 一 時 停 止 を 徹 底 す る 。  

・ 歩 行 者 の 案 内 看 板 設 置 と 段 差 解 消 措 置 を 施 す 。  

 

（ ２ ） 温 度 ひ び 割 れ に 対 す る マ ネ ジ メ ン ト  

① 計 画 段 階  

・ 事 前 に 温 度 応 力 解 析 を 行 い 、 ひ び 割 れ 幅 ・ ひ び 割 れ

指 数 を 制 御 す る た め の 措 置 を 検 討 。  

 

② 検 証 段 階  

・ ひ び 割 れ が 展 開 図 を 作 成 。  

・ 許 容 値 に お さ ま っ て い な い 場 合 は 、 原 因 を 究 明 し 、

次 の 打 設 で 改 善 。  

 

③ 是 正 段 階  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

・ ひ び 割 れ の 進 行 が お さ ま っ た ら 、 下 面 か ら ク ラ ッ ク

注 入 、 上 面 か ら 防 水 工 を 施 す こ と を 検 討 。  

・ 着 手 前 に は 、 発 注 者 と 協 議 し 、 承 認 を 得 て か ら 実 施 。  

 

（ ３ ） コ ン ク リ ー ト 打 設 中 止 に 対 す る リ ー ダ ー シ ッ プ  

① コ ン ク リ ー ト 製 造 工 場  

・ 機 械 故 障 の 原 因 究 明 と 再 発 防 止 策 を 提 出 さ せ る 。  

・ ど れ だ け 再 発 防 止 策 を 行 っ て も 、 ト ラ ブ ル リ ス ク は

ゼ ロ と は な ら な い 。 サ ブ 工 場 を 用 意 す る こ と も 検 討 。  

 

② 社 内 専 門 技 術 部 署  

・ 想 定 し て い な い 部 位 で の 打 継 ぎ 。  

→ 解 析 を 行 い 必 要 な 補 強 筋 の 追 加 等 に つ い て の 検 討

を 依 頼 し 、 社 内 で 今 後 の 方 針 を 決 定 。  

 

③ 発 注 者  

 原 因 ・ 再 発 防 止 策 、 補 強 等 の 今 後 の 方 針 に つ い て 説

明 し 、 承 認 を 得 て か ら 作 業 を 再 開 。   
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問題Ⅲ（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 

- 114 -



- 115 -



    

           
 

 
 

  

    

   

 
   

 

  

                            

 

 

  

 

    

   

   

 

   

 

    

  

 

  

 

 

 

- 116 -



            
 

 

   

                            

 

 

 

   

 

 

 

   

 

   

- 117 -



            
 

 

   

                            

 

   

 

   

 

 

 

 

- 118 -



令和５年度 技術士第二次試験 復元論文（選択科目Ⅲ：３枚） 
氏 名  部 門 建設部門 

問題番号 Ⅲ－１ 選択科目 施工計画、施工設備及び積算 

    

 

 1

1 ．  カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推 進 に 向 け た 課 題  

1 )  設 計 お よ び 施 工 段 階 に よ る グ リ ー ン 社 会 の 実 現  

 設 計 段 階 で は 、 長 期 供 用 期 間 中 の 強 度 や 耐 久 性 が 評

価 さ れ る と と も に 、 環 境 に 配 慮 し た 材 料 を 選 定 す る 必

要 が あ る 。 施 工 段 階 で は 、 温 質 効 果 ガ ス の 排 出 を 抑 え

た 建 設 機 械 の 開 発 や 運 用 、 施 工 方 法 を 検 討 す る 必 要 が

あ る 。 そ の た め 、 設 計 お よ び 施 工 段 階 で い か に 温 質 効

果 ガ ス 排 出 を 抑 制 さ せ 、 グ リ ー ン 社 会 を 実 現 さ せ る か

が 課 題 で あ る 。  

2 )  維 持 管 理 段 階 に お け る カ ー ボ ン マ イ ナ ス の 実 現  

 グ リ ー ン 成 長 戦 略 に お い て 、 イ ン フ ラ や 都 市 空 間 等

で ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化 が 掲 げ ら れ て い る 。 イ ン フ ラ の

省 エ ネ ル ギ ー 化 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 を 促 進 さ

せ 、 維 持 管 理 段 階 で カ ー ボ ン マ イ ナ ス を 実 現 す る こ と

が 課 題 で あ る 。  

3 )  い か に コ ス ト を 考 慮 す る か  

 建 設 段 階 で カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 取 り 組 む た め に

は 、 環 境 に 配 慮 し た 革 新 的 な 建 設 機 械 や 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー の 技 術 研 究 開 発 、 こ れ ら を 運 用 す る た め の マ ニ

ュ ア ル の 整 備 が 必 要 で あ る 。 ハ ー ド 面 と ソ フ ト 面 の 整

備 に は 、 い ず れ も 費 用 が か か る 。 そ の た め 、 い か に コ

ス ト を 考 慮 し て 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 実 現 す る か

が 課 題 で あ る 。  

2 ．  最 も 重 要 な 課 題 と そ れ に 対 す る 複 数 の 解 決 策  

1 )  最 も 重 要 と 考 え る 課 題  
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令和５年度 技術士第二次試験 復元論文（選択科目Ⅲ：３枚） 
氏 名  部 門 建設部門 

問題番号 Ⅲ－１ 選択科目 施工計画、施工設備及び積算 

    

 

 2

 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推 進 に 向 け た 最 も 重 要 な 課 題

は 、 1 ) 設 計 お よ び 施 工 段 階 に よ る グ リ ー ン 社 会 の 実 現

で あ る 。  

2 ) 複 数 の 解 決 策  

① I C T 、 D X の 活 用  

 5 G 通 信 環 境 下 で I C T 建 設 機 械 、 自 動 化 施 工 や 自 律

化 施 工 、 G N S S を 活 用 し た マ シ ン コ ン ト ロ ー ル や マ シ

ン ガ イ ダ ン ス 機 能 を 有 し た 建 設 機 械 を 導 入 す る 。 丁 張

を 設 け る 補 助 作 業 員 が 不 要 と な り 、 ア イ ド リ ン グ 時 間

が 削 減 さ れ る 。 結 果 、 温 質 効 果 ガ ス の 排 出 が 抑 制 さ れ

る 。  

 車 両 に 関 し て 、 E T C 2 . 0 に よ っ て 得 ら れ た ビ ッ グ デ ー

タ の 分 析 、 車 両 運 行 管 理 シ ス テ ム を 活 用 し て 、 渋 滞 を

予 測 し 、渋 滞 を 回 避 し た 経 路 を 導 く 仕 組 み を 構 築 す る 。

工 事 用 車 両 の 温 質 効 果 ガ ス の 排 出 を 削 減 で き る 。  

② 環 境 配 慮 型 建 設 機 械 の 活 用  

 建 設 機 械 の 動 力 源 を 化 石 燃 料 か ら 水 素 や 電 動 、 バ イ

オ ガ ス へ 転 換 す る 。 ま た 、 排 出 ガ ス 規 制 や 低 燃 費 型 の

建 設 機 械 を 導 入 す る こ と で 、 建 設 業 に お け る カ ー ボ ン

ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 を 促 進 さ せ る 。  

③ 建 設 材 料 の 脱 炭 素 化  

 コ ン ク リ ー ト で は 、 高 炉 ス ラ グ 微 粉 末 を 利 用 し た 低

炭 素 型 コ ン ク リ ー ト 、 温 質 効 果 ガ ス を 吸 収 、 固 定 す る

コ ン ク リ ー ト の 開 発 や 実 装 を 推 進 す る 。 鉄 鋼 で は 、 ゼ

ロ カ ー ボ ン ス チ ー ル の 開 発 や 社 会 実 装 に 取 り 組 む 。  
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令和５年度 技術士第二次試験 復元論文（選択科目Ⅲ：３枚） 
氏 名  部 門 建設部門 

問題番号 Ⅲ－１ 選択科目 施工計画、施工設備及び積算 

    

 

 3

④ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト の 活 用  

 現 場 打 ち の コ ン ク リ ー ト か ら プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

ー ト に 転 換 す る 。 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト を 活 用 す

る こ と で 、 現 場 打 ち の コ ン ク リ ー ト と 比 較 し て ス リ ム

化 が 実 現 し 、 材 料 製 造 に 伴 う 温 質 効 果 ガ ス の 排 出 が 抑

え ら れ る 。  

3 ．  新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

1 )  専 門 技 術 者 の 育 成  

 少 子 高 齢 化 に お い て 、 建 設 業 に 従 事 す る 人 材 が 不 足

し て い る 。 技 術 継 承 も ま ま な ら ず 、 専 門 技 術 者 の 育 成

が 急 務 で あ る 。 対 策 と し て 、 専 門 技 術 者 育 成 プ ロ グ ラ

ム や 、O J T や ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト 、ハ ン ズ オ ン 支 援 、

官 民 連 携 を 継 続 的 か つ 計 画 的 に 行 い 、 ス テ ッ プ ア ッ プ

が 図 れ る 実 践 的 な 研 修 を 実 施 す る 。 経 験 工 学 に よ る 判

断 分 析 能 力 や 技 術 力 の 向 上 が 図 れ る 。  

2 )  分 野 横 断 に よ る 連 携  

 建 設 段 階 で カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 取 り 組 む た め に

は 、 建 設 業 に 関 わ る 技 術 者 だ け で は 達 成 で き な い 。 対

策 と し て 通 信 、 機 械 、 気 象 、 環 境 な ど あ ら ゆ る 分 野 の

専 門 技 術 者 と 連 携 し 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 図 る 。 分 野 横

断 に よ る 連 携 を 促 進 さ せ る こ と で 、 総 合 的 か つ 多 角 的

な 視 点 で カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 推 進 に 向 け て 取 り 組

む こ と が で き る 。               以 上  
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選択科目   施工計画､施工設備及び積算 

令和 5年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門 

専門とする事項  施工計画、積算 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 ) カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 取 組 推 進 の た め の 課 題  

( 1 ) - 1 . 現 場 施 工 に お け る 低 炭 素 化  

 産 業 部 門 に お け る C O 2 排 出 量 約 4 億 ｔ の う ち 、 約

1 . 4 ％ が 建 設 機 械 ら の 排 出 を 占 め る 。   

こ れ ま で は 燃 費 基 準 達 成 認 定 制 度 に よ り 、 燃 費 性 能

の 向 上 を 進 め て き た 。 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ 施 工 促 進 に よ り 作

業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と で C O 2 削 減 を 図 っ て き た 。  

し か し 、 2 0 5 0 年 の 目 標 実 現 の た め に は 、 更 な る 技

術 の 高 度 化 で 脱 炭 素 を 加 速 す る 必 要 が あ る 。  

し た が っ て 技 術 向 上 の 観 点 か ら 、 現 場 施 工 に お け る

低 炭 素 化 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 2 . C O 2 吸 収 源 を 考 慮 し た イ ン フ ラ 整 備  

 2 0 2 0 年 度 日 本 の Ｇ Ｈ Ｇ 排 出 量 は C O 2 換 算 で 約 1 1 . 5

憶 ｔ で あ る 。 そ の う ち 森 林 等 の 吸 収 源 に よ る 吸 収 量 は

約 0 . 4 5 憶 ｔ で あ り 、 差 し 引 き 約 1 1 . 0 5 憶 ｔ 排 出 さ れ

て い る 。  

こ の こ と か ら 建 設 分 野 で も 排 出 量 を 抑 え る と 同 時 に ､

吸 収 量 を 増 や す 行 動 が 不 可 欠 で あ る 。  

し た が っ て 、 C O 2 吸 収 量 の 観 点 か ら 、 グ リ ー ン イ ン

フ ラ の 社 会 実 装 や C O 2 吸 収 型 資 材 等 の 新 技 術 促 進 に よ

る C O 2 吸 収 源 を 考 慮 し た イ ン フ ラ 整 備 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 3 . イ ン フ ラ 長 寿 命 化 に よ る 脱 炭 素  

 2 0 4 0 年 に は 建 設 か ら 5 0 年 以 上 経 過 す る イ ン フ ラ が

7 割 を 超 え る 。 こ の イ ン フ ラ を 壊 し て 新 た に 造 り 替 え

る こ と に よ り 、 重 機 ・ 車 両 の 稼 働 及 び コ ン ク リ ー ト 等
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令和４年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

資 材 の 製 造 過 程 ､ 廃 棄 物 処 理 な ど か ら 多 く の C O 2 が 発

生 す る こ と が 問 題 で あ る 。  

し た が っ て 、 維 持 管 理 の 観 点 か ら 、 メ ン テ ン ナ ス

サ イ ク ル の 構 築 に よ り 、 い か に イ ン フ ラ を 長 寿 命 化

す る か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

「 現 場 施 工 に お け る 低 炭 素 化 」 が 最 も 重 要 な 課 題 と 考

え ､ 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

解 決 策 ① 建 設 機 械 施 工 の 自 動 化 ・ 自 律 化 ( Ｄ Ｘ 化 )  

 解 決 策 は 建 設 機 械 施 工 の Ｄ Ｘ 化 で あ る 。  

具 体 的 に は 、 油 圧 シ ョ ベ ル の キ ャ ビ ン 前 後 に つ け た

3 6 0 ° 全 周 囲 監 視 カ メ ラ が 目 と な り 、 離 れ た Ｄ Ｘ ル ー

ム で A I に よ る 解 析 で 障 害 物 と の 協 調 領 域 を 認 識 し 、

掘 削 か ら 積 込 み ま で を 制 御 す る 。  

導 入 の 懸 案 と し て 、 通 信 環 境 と 安 全 確 保 が あ る 。 そ

の た め に は 、 ス ポ ッ ト 的 に 構 築 で き る ロ ー カ ル ５ Ｇ を

活 用 す る 。 ま た 、 山 間 部 の ダ ム 堤 体 盛 土 な ど 一 般 人 の

入 れ な い 現 場 か ら 導 入 し 順 次 拡 大 す る 。  

Ｄ Ｘ 促 進 に よ り 機 械 の ム ダ な 稼 働 や 人 員 を 減 ら せ ､

現 場 と の 往 来 も 減 る た め C O 2 排 出 量 が 削 減 す る と 考 え

る 。  

解 決 策 ② G X 建 設 機 械 の 導 入 拡 大  

 解 決 策 は ､ Ｇ Ｘ 建 設 機 械 の 導 入 拡 大 で あ る 。  

具 体 的 に は 電 動 や 水 素 、 バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 等 を 動 力 と

し た 建 設 機 械 の 導 入 で あ る 。 例 え ば 、 バ イ オ デ ィ ー ゼ
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令和４年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

ル に つ い て 、 植 物 は 大 気 中 の C O 2 を 吸 収 し て 成 長 し 、

バ イ オ マ ス を 生 成 す る 。 そ の バ イ オ マ ス を 原 料 と し た

燃 料 を 燃 焼 し て C O 2 を 排 出 し て も 、 C O 2 排 出 量 は プ ラ

ス マ イ ナ ス ゼ ロ の た め 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル が 成 り

立 つ と 考 え る 。  

導 入 に は コ ス ト が ボ ト ル ネ ッ ク と な る が 、 産 官 学 の

連 携 に よ る 製 造 ・ 供 給 技 術 の 開 発 普 及 と 平 行 し て 、 従

来 燃 料 と の 価 格 差 を 補 填 す る 仕 組 み を 構 築 す る で 解 決

策 を 推 進 さ せ る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 D X 推 進 に よ り 、 室 内 で の シ ス テ ム の 操 作 法 習 得 に

偏 重 し て し ま い 、 現 場 感 覚 が 薄 れ て し ま う 。 や は り 実

際 の 施 工 は 現 地 で 行 わ れ て お り 、 予 期 せ ぬ ト ラ ブ ル や

そ の 対 応 力 な ど 必 要 な 技 術 力 の 低 下 が リ ス ク と な る 。  

対 応 策 は 、 ベ テ ラ ン の 高 度 技 術 「 暗 黙 知 」 を 表 面 化

し 「 形 式 知 」 と し て 蓄 積 ・ 共 有 す る ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ

ン ト を 教 育 制 度 に 取 り 入 れ る こ と で 技 術 を 継 承 す る 。  

 Ｇ Ｘ 建 設 機 械 の 導 入 に よ る リ ス ク は 、 代 替 燃 料 の

生 産 者 毎 に 品 質 が ば ら つ く 可 能 性 が あ り 、 そ れ に よ る

エ ン ジ ン ト ラ ブ ル 等 で あ る 。  

 対 応 策 は 、 代 替 燃 料 利 用 ガ イ ド ラ イ ン を 整 備 し 品 質

と 定 期 点 検 手 法 を 確 立 す る こ と で あ る 。  

そ し て 、 エ ン ジ ン 部 品 等 へ の 影 響 を 長 期 的 に モ ニ タ

リ ン グ し Ｃ Ｐ Ｄ Ａ の 実 行 に よ り 改 善 し て い く こ と で あ

る 。  
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1 . 4  
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2 0 5 0

3 0

C O 2 C O 2

C O 2

Z E H , Z E B

C O 2

C O 2

2
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C O 2 C O 2

C O 2 C O 2

i - C o n s t r u c t i o n

I C T

C O 2 I C T  

3
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選択科目        

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                  部門 

専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

 

２ 

（ １ ） 多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題   

 

① 適 正 な 工 期 設 定  

・ 建 設 現 場 は 工 期 が 短 く 、 工 期 に 追 わ れ て 休 日 作 業 を

行 う こ と も 多 く 、 週 休 ２ 日 が と れ な い 。  

・ 各 発 注 者 が 適 正 な 工 期 設 定 を す る こ と に よ り 、 週 休

２ 日 を 推 進 す る こ と が 課 題 。  

 

② 処 遇 の 改 善  

・ 他 産 業 と 比 較 し て 、 建 設 業 は 労 働 時 間 が 長 く 、 建 設

技 能 者 は 賃 金 が 低 い 。  

・ 能 力 評 価 制 度 に よ り 、 建 設 技 能 者 の 労 働 単 価 を 向 上

さ せ 、 休 日 作 業 を し な く て も 生 活 で き る よ う 、 処 遇

改 善 を 図 る こ と が 課 題 。  

 

③ i - C o n s t r u c t i o n の 推 進  

・ 建 設 産 業 は 、 一 品 受 注 ・ 現 地 屋 外 ・ 労 働 集 約 型 生 産

と い う 生 産 性 が 低 い 特 性 を も つ 。  

・ 一 方 、 我 が 国 は 人 口 減 少 社 会 を 迎 え 、 建 設 産 業 の 人

手 が 不 足 。  

→ i - C o n s t r u c t i o n の 推 進 に よ り 生 産 性 を 向 上 し 、

週 休 2 日 を 実 現 す る こ と が 課 題 。  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ ２ ） 解 決 策 （ （ １ ） の ③ に つ い て ）  

 

① Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用  

・ 調 査 ・ 設 計 か ら 施 工 ・ 検 査 ・ 納 品 、 維 持 管 理 ・ 更 新

ま で の 全 て の 建 設 生 産 プ ロ セ ス に お い て Ｉ Ｃ Ｔ 技 術

を 導 入 し 推 進 す る 必 要 が あ る 。  

 

② 構 造 物 の 規 格 標 準 化  

・ 構 造 物 の 規 格 標 準 化 ・ プ レ キ ャ ス ト 化 ・ プ レ ハ ブ 化

を 推 進 す る 必 要 が あ る 。  

・ 現 状 の 個 別 設 計 で は コ ス ト 面 で 導 入 が 難 し く 普 及 し

な い 。 コ ン カ レ ン ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ や フ ロ ン ト ロ

ー デ ィ ン グ に よ り 、 全 体 最 適 設 計 と 効 率 的 な サ プ ラ

イ チ ェ ー ン マ ネ ジ メ ン ト を 推 進 す る 必 要 が あ る 。  

 

③ 施 工 時 期 の 平 準 化  

・ 人 材 ・ 機 材 の 効 率 的 な 運 用 や 安 定 的 な 施 工 を 確 保 す

る た め ， 施 工 時 期 の 平 準 化 を 推 進 す る こ と は 、 繁 忙

期 が 解 消 さ れ 、 週 休 2 日 の 実 現 に つ な が る 。  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ ３ ） 新 た な リ ス ク と 対 策  

 

①  新 技 術 の 過 信 に よ る 判 断 誤 り  

・ 新 技 術 に 全 て を 委 ね る の で は な く 、 要 所 の 確 認 ・ 判

断 は 人 間 が 行 う 。  

・ そ の た め の 技 術 ・ 知 識 を 持 っ た 技 術 者 の 育 成 は 必 要 。  

 

②  人 手 不 足  

・ ど れ だ け 省 力 化 が 進 ん で も 、 様 々 な 場 面 に 柔 軟 に 対

応 が 可 能 な 人 力 は 必 要 。  

・ 作 業 負 荷 の 軽 減 等 に よ り 、 高 齢 者 や 女 性 が 働 き や す

い 職 場 環 境 づ く り が 必 要 。  

 

③  地 方 で 普 及 し な い  

・ 新 技 術 の 地 域 指 導 員 の 育 成 と 、 各 地 方 へ の ア ド バ イ

ス 制 度 の 構 築 が 必 要 。  
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1 1  

 

 20230718  

                       24 25  

 

 

( 1 )   

 

( 2 )   

 

( 3 )   
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 APEC-semi  
 

 

1 1  

                       24 25  

 

 

( 1 )   

 

( 2 )   

I C T  

I C T

I C T T S

I C T  

( 3 )   
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 APEC-semi  
 

 

1 1  

                       24 25  
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( 1 )   

O J T
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